
規格省令  一斉開放弁の技術上の規格を定める省令（昭和 50

年 9 月 26 日自治省令第 19 号） 

設置基準 (スプリンクラー設備、水噴霧・泡消火設備) 

    消防法施行令第 12 条、第１４条、第１５条、29

条の 4 第 1 項 

     危険物の規制に関する政令第２０条 

消防機器早わかり講座 
一斉開放弁 

 
 

 
 
 
 
 

  

 

 

＜一斉開放弁は、スプリンクラー設備等の構成部品＞ 

 一斉開放弁は、スプリンクラー設備、水噴霧消火設備、泡消火設備、特定駐車場用泡消火

設備の配管途中に設けられている弁で、消火に必要な区域のすべてのヘッドに送水する制御

弁として用いられます。 

 

１ 概 要 

一斉開放弁は、常時閉止状態にあり、次の（１）又は（２）により開放します。 

（１）自動式起動装置（自動火災報知設備の感知器又は火災感知用ヘッド）の作動 

（２）手動式起動装置の遠隔操作 

この一連の動作を装置構成図にすると、下図のようになります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 種 類 

一斉開放弁は、弁の開放原理により、３種類に区分されます。 
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減圧型 
起動用加圧水を減圧することにより、直接消火水又は泡消火水溶液

の弁を開くもの。 

加圧型 
起動用加圧水を送水することにより、直接消火水又は泡消火水溶液

の弁を開くもの。 

電動型、電磁型 
電気的又は機械的に、直接消火水又は泡消火水溶液の弁を開くも

の。 

フォーム 

ヘッド 

火災発生 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S50/S50F04301000019.html
http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S36/S36SE037.html


 

３ 作動原理 

加圧型 

次のように、弁を開放するために圧力を加えるものを加圧型一斉開放弁といいます。 

閉止状態 

一次側には、水が充満

しており、水圧と弁の自

重とにより、弁は閉止状

態になっています。 

 

開放状態 

 手動弁又は電磁弁を開

くと、シリンダー内に送

水、加圧し、弁が押し上

げられ開放状態となりま

す。 

 

 

減圧型 

弁を開放するために圧力を減圧するものを減圧型一斉開放弁といい、次のように 2 種類

の方式があります。 

(Ⅰ)減圧型（弁の下部から上部へ流れるもの） 

一次側 二次側 

加圧 

弁 

シリンダー 

ピストン 

手動弁、電磁弁ないし電動弁 

一次側 二次側 



閉止状態 

一次側の水圧力は、加

圧管より導かれてピス

トンを加圧します。この

場合、ピストンは弁の面

積より大きいので、弁に

は下向きの力が加わり、

弁が閉止状態になって

います。 

閉止状態 

開放状態 
 火災感知用ヘッド等
の開放により、シリンダ
ー内の加圧水が流出す
ると、加圧管より減圧管
の断面積が大きいので、
シリンダー内は流入す
る水より流出する水が
多くなります。そのため
シリンダー内の圧力が
減少して、ピストンにか
かる下向きの力よりも
弁が押し上げられる力
の方が大きくなり、開放
状態になります。 

開放状態 

(Ⅱ)減圧型（弁の上部から下部へ流れるもの） 

閉止状態 

 一次側の水圧力は、ピ

ストン中の通水路を通

じて、シリンダー内に満

たされピストンを加圧

します。さらに、弁とピ

ストンの自重と、弁に加

わる圧力により閉止状

態となっています。 

閉止状態 
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ヘッド等の作動 



開放状態 
 火災感知用ヘッド等
の開放によりシリンダ
ー内の加圧水が流出す
ると、通水路より減圧管
の断面積が大きいので、
シリンダー内は、流入す
る水より流出する水が
多くなります。そのた
め、シリンダー内の圧力
が減少して、ピストンに
は上向きの力が加わり、
この上向きの力が、ピス
トン弁の自重と弁の下
向きの力より大きくな
り、弁が押し上げられ開
放状態になります。 

開放状態 

 

  

減圧 

二次側 一次側 

ヘッド等の作動 



認証区分  検 定 

根拠条文  消防法第 21 条の 2 

制度の概要 日本消防検定協会又は登録検定機関が規格省令に適合することを試験し、

総務大臣が型式承認を行い、日本消防検定協会又は登録検定機関が検査し、

合格の表示を付します。合格表示が付されたものでなければ、販売や陳列、

工事使用等が禁止（法的拘束力あり）されています。 

４ 表示 

一斉開放弁には、次に掲げる事項が見やすい箇所に容易に消えない方法で表示されてい

ます。 

(1) 種別及び型式番号  

(2) 製造者名又は商標  

(3) 製造年  

(4) 製造番号  

(5) 内径、呼び及び一次側の使用圧力範囲  

(6) 直管に相当する長さで表した圧力損失値  

(7) 流水方向を示す矢印  

(8) 取付け方向  

(9) 弁開放用制御部の使用圧力範囲（制御動力に一次側の圧力と異なる圧力を使用するも

のに限る。）  

(10) 制御動力に用いる流体の種類（制御動力に加圧水等以外の流体の圧力を使用するも 

のに限る。）  

(11) 制御動力の種類（制御動力に圧力を使用しないものに限る。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜表示＞ 

○ 型式番号  

日本消防検定協会の型式試験において、製品の形状、構造、材質、成分及び性能が、基

準に適合し、かつ、総務大臣の承認を受けたものに付けられる番号です。『開第○○〜○

○号』という形式で表記されます。 

 

○ 型式適合検定合格の表示 

  日本消防検定協会の型式適合検定に合格した製品には、右図の

ような型式適合検定合格の表示が刻印により表示されます。 

 

 

型式適合検定合格の表示（刻印） 
（大きさ:外径 8mm） 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S23/S23HO186.html

